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2. 忍耐を示す言葉も、苦痛（の甘受）と持続を語る  
（perseverance（辛抱・堅忍）は、「持続」を語る忍耐）忍耐についてのアウグ
スティヌスの作品に「perseverantia（堅忍）」と「patientia（我慢）」を各々主






代でも perseverance(英仏 ), perseveranza(伊 )に受け継がれている。  
 ドイツ語では、忍耐というと  Ausdauer とか Beharrichkeit があげられるが、
我慢も辛抱も、要は続くことである 
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これも持続を意味する。前者は、aus(=out)と  dauer(=duration)からなり、外









dulden は、忍ぶ、受け入れるということで patience のように受け身で受苦と
いうようなことになる。  
 忍耐の核心には、苦痛から逃げず甘受することがあり、かつそれを持続させ
ることがある。前者を patientia や Geduld が語り、他方の持続性としての忍




























3. トマスにみる持続としての忍耐論  
 トマス・アクィナス『神学大全』は、（アウグスティヌスをふまえ敷衍しつつ、）
patientia と perseverantia の二つの忍耐を論じる。前者は悪 (malum)に耐える
こと、後者は善 (bonum)への長期的持続の忍耐になると捉えている。この二つ
の忍耐は、世俗にひきつけて日本語でいえば、「我慢」と「辛抱」に相当する。
今の不幸 (=悪 )への我慢、はるかな幸福 (=善 )への辛抱である。  
（トマスの patientia）さて、トマスは、patientia（我慢）を、悪を「引き受け
ること (sustinentia)」 (Aquinas, Thomas; Summa Theologiae. II-II.Qu.136. 
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（悪）を受け入れることだから、トマスは我慢を、悪をあえて受け入れて「甘
受する (patior)」ものともいう (II-II.Qu.136. a.3 co.)。もちろん、甘受するから
といっても、悪に敗北し、苦痛とか悲痛に負けるわけではない。甘受しつつ、
そういうことに「屈服する (succumbo)」ことのないのが我慢の特性となる (II-
II.Qu.136. a.1 co.)とも語る。  
 我慢は、世俗では悪事においてもいうが、トマスは、その我慢を善の世界に
限定しようともしている。つまり、「理性」に即して「善」のために、「悪を持
ちこたえる  (tolero)」のが真の我慢だという (II-II.Qu.136. a.3 ad 1)。アウグス
ティヌスは、我慢を「真の我慢 (patientia vera)」と、「偽の我慢 (patientia falsa)」










となる。トマスは、perseverantia（辛抱・堅忍）を「長く  (diu)、最後  (finis)













ヌスはいう (cf. Augustinus; De Dono Perseverantiae. 1)。トマスは、辛抱につ
いて、そういう、人生の最期まで貫いていくべきものとともに、ひとつの営為
の終わり・完了までの、つまりは普通にいう辛抱も含めて論じている (cf. II-









にと、途中で諦めないようにと耐え続けるのである (II-II.Qu.138. a.1 co.)。そ
れは、しかし無際限にではない。その目的とする善の達成をもって終わりとな
る忍耐である。そこまでを目指して、生じる困難にひたすらに耐え続けるので
ある。辛抱 (perseverantia)では、「時間  (tempus)の永続き (diuturnitas)」が注
目されることで、「困難なことに長く  (diu)とどまり続ける  (insisto)ことは、特
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4. セネカの世俗のストイックな忍耐論  






























を語り、試練に挑戦する我慢 (patientia)を高く評価している (cf. Seneca, L. A.; 
De Providentia.)。  
（セネカの patientia）ストア派では、不動のこころ、アパテイアをモットーに
した。パトス（情動）超克のアパテイアのためには、激情を抑止し苦痛に耐え




(patiens)を求めた (Seneca; De Ira.II 25)。怒りをもって無用の災いを惹起する
のを避けて、穏やかに過ごすには、とにもかくにも「我慢する (patior)」ことが









意味の逆転と似た事情にあったようである (cf. Seneca; Ad Lucilium Epistulae 
Morales. 9-2)）。  
（セネカでは perseverantia は影が薄い）ストア派での幸福な人生は、パトス
我慢も辛抱も、要は続くことである 










『幸福な人生について (De Vita Beata)』で、セネカは、困難に挑戦する徳目と
して「我慢 (patientia)」「勇気 (fortitudo)」の次に「辛抱 (perseverantia)」を挙
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5. 我慢と辛抱  
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Patience and perseverance require continuation:  
Endurance as continuity 
 
Yoshiki KONDO 
Emeritus professor, Hiroshima University  
 
 Endurance requires continuity. If a person immediately (suddently) abandons the 
acceptance of pain, the inability of their endurance is exposed. Justice and courage 
can exist within a single moment (for example, taking action against an armed 
individual). In contrast, endurance involves the confron ting of continuing pain over 
time, which a person might naturally wish to avoid as quickly as possible. To accept 
pain for 1 minute corresponds directly to 1 minute of endurance. Endurance grows as 
the duration of pain increases. Among various conceptions of endurance, Thomas 
Aquinas focused on perseverance as a typical form of endurance constructed by 
continuity. Aquinas proposed that perseverance refers to the pursuit of good until the 
end, with long endurance, whereas patience targets evil and tolerates it. Perseverance 
and patience are typically treated as distinct concepts. In Japanese, the terms “shinbou” 
(perseverance) and “gaman” (patience) are typically used in a contrasting way. 
Perseverance typically involves aiming for good/purpose, requiring a l ong duration of 
hard work as a means to achieve this purpose. In contrast, patience confronts and 
accepts injury or pain, and often lasts for a short time. However, in some situations, 
the two become aspects of the same episode of endurance. If a person en dures for 
moral reasons or because of a norm (for example, etiquette) which they must obey at 
that time, it is considered perseverance. However, if their main concern is 
concentrating on the pain, it is considered patience.
